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はじめに

• 水力発電は約100年の歴史を有し、発電電力量で約10％、電源設備で

 約20％を占めるまでに至っている。
• 水力発電の開発初期段階では、流れ込み式に始まったが、大規模な貯

 水池式・調整池式が昭和30年代に建設され、火力・原子力の建設に呼

 応して揚水式が建設されるようになった。
• 2001年現在、一般水力において1819地点と21，776MWがすでに開発

 されており（12.0MW/1箇所当たり）で、未開発地点は2715地点、12，
 113MWと1箇所当たりの出力は4.46MWと小さくなっている。

• 今後、豊富な水資源に恵まれる中小規模の開発に適した地域を中心に、

 水力発電を核にした地域の活性化と環境に優しい開発が望まれる。

 また、水力発電は二酸化炭素をほとんど発生しないクリーンなエネル

 ギーとして地球温暖化の観点からも重要な役割を担っているほか、純国

 産のエネルギー資源として、繰り返し使える（再生可能）エネルギーの代

 表として位置づけられる。

http://www.rist.or.jp/atomica/dic/dic_detail.php?Dic_Key=1891
http://www.rist.or.jp/atomica/dic/dic_detail.php?Dic_Key=2352


日本の水力発電の現状

• 総出力
 

２１．７７６
 

MW （１８１９箇所）

全発電設備の１８％

木曽川水系 、信濃川水系 、利根川水系、阿賀野川水系など



水力発電技術のコア・コンピタンス

• 長い歴史を経た技術の蓄積量、信頼性と地域の産業、文化
 の発展への貢献実績で随一、純国産のエネルギー資源。

• 運転コスト（ランニングコスト）が安い上、本質的に持続的な
 再利用可能エネルギー

• 時々刻々変動する需要変動、市況変動への対応性において
 特異的に優れた特性（経済性、エネルギ－セキュリティー的

 役割）
• 成熟国家日本において、地方の活性化、地場産業の育成と

 いう視点で４，５００KWクラスの未開発成長市場が全国的に
 散在する。

• 世界的視野では、発展途上国において未開発水力資源とし
 て膨大なポテンシャルマーケットが存在し、地球環境を損な

 わない経済発展と日本の国際貢献策として期待される。



水力発電ダムの形式



水力発電の仕組み（ダム式）



揚水式発電ダム





未開発電力が約１５％ある



水力発電の年表



一日の電力需要変動への対応パターン

これも、立派な水力発電です



エネルギーセキュリティー
 （他国非依存、自立ランキング）

お金に換算できないリ

 
スクを負っている



人類の未来エネルギー埋蔵量

水力発電は、無限！

（永久的可採埋蔵量）



CO2排出量比較



• 包蔵水力（TWh/年）

アフリカ
 

１，７５０

アジア
 

６，８００

北中央アメリカ
 

１，６６０

南アメリカ
 

２，６６５



水力発電技術力の世界ランキング

• 先駆者はアメリカ、応用実績では

 中国がトップであり、日本は世界

 三位となっている。

• 「長江」

 

8468 MKW （世界一の規模）

• 中国全土で

 

17200 MKW

http://news.searchina.ne.jp/disp.cgi?y=2008&d=0609&f=column_0609_001.shtml&pt=large


電力コスト比較

• 原発の寿命と後処理の問題。

• 解体ラッシュは2020年にやってくる

• 原発の止め方は分かっていても、解体の仕方は分
 かっていない。（建物の解体後、その土地に放射性
 物質を残さずに元あった状態の更地にすること）

• 一基の解体に３億円（米国の試算）、払えないため
 法手続き上寿命を延長した。

 
（３０年→６０年）

技術者倫理として許されることではない。（何の技
 術的根拠、裏付けもなく、基本設計を改ざんするに
 等しい）





透明性の高い、客観的コスト比較はなされているか？

このコストには

 大きな政策的

 意図が組み込

 まれている
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